









































































































































































































































































	 師匠	 １名 
	 親方衆	 ４名 
	 世話人	 １名 
	 行事	 １名 
	 呼出	 １名 
	 床山	 １名 





































































































































写真 3 合宿 10 周年を記念してつくられた記念碑。「心技体」の字は当時の出羽海部
屋の師匠であった出羽海義和によって書かれた。 
 
６ 合宿開催に伴う笹川の変化 
	 出羽海部屋の力士たちが毎年夏にやって来るということで、笹川地区は盛
り上がりを見せる。秋季大祭の奉納相撲では現役の力士が土俵に上がるよう
になり、より華やかになった。また、出羽海部屋と笹川が関係を持つように
なったことにより、笹川小学校で相撲大会が開催されるようになった。さら
に、小学校の校庭にも土俵が作られた。 
出羽海部屋が笹川地区と関係を持ったことにより、秋季大祭が華やかにな
り、笹川小学校では新たに土俵が作られて相撲大会も実施されるようになっ
たりしたものの、盛り上がることばかりではない。相撲部屋が合宿に来ると
いうことで、新しく土俵の屋根を建設したり、土俵の土を入れ替えたりとい
う変化が生じた。もともと秋季大祭の奉納相撲が行われる土俵であったのに、
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相撲部屋の力士たちが使うためにこれまでの土俵を変えてしまうということ
に、反発の声もあった。一見、合宿開催で地区全体が盛り上がっているよう
にも見受けられるが、地区の全員が全面的に好意的に受け入れているわけで
はないのである。 
 
７ 考察 
笹川地区は相撲とゆかりのある土地であった。また、出羽海部屋の夏合宿
が開催される時期と、笹川地区の奉納相撲の時期は同じ夏という季節である。
この、笹川地区の祭りと相撲部屋の合宿の時期が近いというのは、合宿が抵
抗なく受け入れられることに一役買っているといえるかもしれない。ただ、
笹川は相撲とゆかりのある地域であるといっても、以前秋季大祭の奉納相撲
で活躍していた青年団が今はなくなっており、また天保水滸伝という昔の物
語があったとしても、それはただの物語として残るもので、現代を生きる人々
に直接的な影響を及ぼしているとまでは言い難い現状であったと考えられる。
そんなところに出羽海部屋の合宿が開催された。そうすることで、これまで
笹川に根付いていたものの、少しずつ色あせてきたと思われていた相撲が、
再び息を吹き返す、ということができた。昔とまったく同じ形ではないにし
ろ、また違った形で笹川が相撲のまちとしての色を帯びてきた。 
笹川合宿の特徴として、資金面だけの援助ではなく、必要なものは笹川地
区の人々の手で作り上げていったこと、そして合宿中も部屋との交流が盛ん
におこなわれていたことが挙げられる。相撲部屋が地方でも拠点を築くため
には、資金を援助してくれる後援会や、宿舎、土俵といった場所はもちろん
重要な要素であるが、それだけでは相撲部屋がその地域に根差した活動拠点
を築くところまでは至らないと考えられる。 
現代社会は目まぐるしく変化していくと最初にも述べたが、その変化の渦
中にありながらも、我々は残すべきものは残しながら今を生きているのでは
ないだろうか。この笹川合宿を見ると、笹川にとってのアイデンティティと
して確立してきた相撲を、形を変えながら今に至るまで残しているというの
を読み取ることができた。 
本稿では相撲部屋が地方でどのように拠点を構えているのかという問いか
ら笹川で行われる出羽海部屋合宿を事例に取り上げた。地方場所が開催され
る地方都市、大阪、名古屋、福岡にも焦点を当てて、それぞれどのような場
所に宿舎があるのか、またどのような人々が関わって宿舎での生活が成り立
っているのかを探っていくことを今後の課題として挙げ、研究を続けていき
たい。 
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